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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センターー平成17年度年次報告書

（３）エ学部中央エ場の設備充実

ものづくり事業の一つとして，工学部中央工場の設備充実のための機器購入を行った．工場運

営委員会を通じ，技術部機器製作技術系総括を中心として，ものづくり事業の主旨に合致する機

種の選定を行い，以下に紹介する２機種を選択した．

中央工場の主任務は教育支援業務と研究支援業務としての実験機器･装置の製作･加工である．

教育支援としては学生の工作実習があり，高度な製作技術を体験させる必要がある．また，研究

支援としての機器・装置の製作においては高精度な加工が要求される．そのため，既にマシニン

グセンターなどの高機能工作機械は設置されておりＮＣ（数値制御）による実習・製作は可能と

なっているが，ＣＡＤ／ＣＡＭに習熟する必要があり初心者には敷居が高いものであった．

今回設置の２つの工作機械はいずれも半自動のもので，ＣＡＤ／ＣＡＭを前提としたものという

よりは，むしろ手動操作を重視したものとした．ものづくり事業の趣旨として，五感を総動員し

て創造活動を体験してもらいたいという気持ちから，初心者（学生）でも手軽に，しかも高精度

の加工が出来るように配慮した．たとえば，「電脳旋盤」では，複雑な曲面形状や熟練を要するネ

ジ切り作業などが，コンソール画面上からのメニュー選択で簡単に行える．これらの作業は旋盤

による加工では非常に重要なものであるが，熟練を要するため通常の工作実習では時間的制約の

ため十分に行われていなかった．今回の設置により，このような高度な作業が初心者でも体験で

きる．また，３次元ＣＡＤやＮＣプログラムを使用するよりは，誰でも簡便に高度な作業が行え

る．このことで，学生藷君の自らの手による創作活動を推進したいと願っているＪ，

また，ものづくり関連学長裁量経費から工場改修費を配当し，Ａ,Ｂ棟の照明設備を一新した．

(１）（株)牧野フライス製作所：操作入力フライス盤：ＫＥ－５５

特徴

１．プルスタッドによる工具交換だから迅速で、マシ

ニングセンター等とのツールの互換性がある。

２．Ｘ軸がラム移動なため、オーバーハングすること

が皆無である。また、ラム前後左､右、二一上下の

軸構成は図面通りの工具動作でハンドル操作が容

易である。

３．ピッタリ釦機能により、端数合わせがワンタッチ

で行え、高能率で高精度加工が可能。

４．取代設定機能により、取代の追込み加工が可能で、

高能率高精度が得られる。

５．ストッパ機能により、不用意な切込み防止を実現。

６．高精度輪郭制御機能（ＧＩ制御）により高速ＮＣ

加工に充分対応できる。

主な仕様

テーブル作業面の大きさ

移動量(Ｘ軸Ｙ軸Ｚ軸）

最小設定送り

自動送り速度

主軸回転速度

主軸動力

:800ｘ３７５ＴｎＴｎ

:550×320ｘ３５０ＴｎＴｎ

:0.00］ｍｍ

:Ｏ～１２００ｍｍ/ｍｉｎ

:４０～４０００ｍｍ－１

:５．５ｋＷ（３０分）

３．７ｋＷ（連続）

：±0.003ｍｍ

：±0.001ｍｍ

位置決め精度（全長）

繰返し精度（全長） フライス盤の全体と主軸周り

1[蛸
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